
（別紙３）

～ R7年　3月　15日

（対象者数） 37 （回答者数） 24

～ R7年　3月　15日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

理学療法士によるストレッチなどを取り入れて怪我の少ない

身体作りを行う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

他事業所とも連携を図り児童が充実した支援を受けられる事

業所を紹介する。

2

3

○事業所名 スマイル五十市

○保護者評価実施期間
R7年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

R7年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

高学年になると利用できる時間が少なくなってしまう。 平日では下校時間が遅くなってしまうため土曜日の利用を進め

ることができるとよい。

児童が使用できるスペースが広い。 できる限りたくさんの関節や筋肉を動かして運動不足の解消を

促す。

広いスペースで身体を動かしながら運動レッスンができる。 それぞれのグループで話し合いを行い作戦を組み立てる機会を

設けている。（ドッチボールや野球競技の前）

事業所における自己評価総括表公表


